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問題と目的 

 近年，子どもの食事内容や食事環境など，食事の多

様化が進んでおり，食生活の乱れや子どもの心身の健

康に関わる食生活の問題が顕在化してきている（文部

科学省，2010）。こうしたことを踏まえ，その改善に向

けて政府は 2005 年に「食育基本法」を制定している。

そこでは，子どもに正しい食事のあり方や食習慣の定

着だけでなく，家族における食を通したコミュニケ－

ションの充実の必要性を指摘している。その背景には，

親の長時間労働や子どもの通塾率の増加といった現代

の生活スタイルの変化により，家族と一緒に食事をす

る共食を行うことが難しくなっていることがある（内

閣府，2007）。しかし，従来の家庭科教育の食生活領域

では，栄養・食品・調理の学習が中心的に位置づけら

れており（鈴木，2015），食生活の要素，共食，会話，

生活満足との関連について十分に検討されていない。

そうした中で，本研究は，家族との共食や会話が食に

関する QOL や生活満足度に及ぼす影響について検討

する。 

家族での共食の機会が減少していることから（独立

行政法人日本スポーツ振興センター，2010），近年，共

食に関する興味が高まっている（江崎・別府，2012；

衛藤・武見・中西・足立，2012；祓川・佐野・大橋・

田辺・五関，2011；表，2007；佐々・加藤・田中・貴

田、2003）。表（2007）は，小学生・中学生・高校生を

対象にして，朝食や夕食を子どもが一人で食べる場合

と家族みんなで食べる場合における生活態度について

検討した。その結果，家族で一緒に食べる子どもの方

が一人で食べる子どもより，対人関係における実践度

や意識などの生活態度の高いことが示された。また，

佐々他（2003）は，小学 5 年生と 6 年生を対象に，子

どもだけで食事する場合と大人と一緒に食事する場合，

朝食・夕食いずれにおいても，大人と一緒に食事する

方が食事を楽しい，待ち遠しい，満足しているとする

割合の高いことを見いだしている。さらに，江崎・別

府（2012）は，小学 5 年生と 6 年生を対象に，共食と

食卓の雰囲気について検討した。その結果，親と一緒

に食事を摂る機会の少ない子どもは，親と食事を摂る

機会のある子どもと比較して，居心地のよい雰囲気得

点が低いことが示された。これらのことから，家族の

共食は生活満足度を高めることが考えられる。 

また，食事中における会話は食に関する QOL（食事

の楽しさや満足）を高めることが考えられる。佐々他

（2003）は食事中の会話が多いほど食事を「楽しい」，

「とても満足」「待ち遠しい」とする割合の高いことを

示している。さらに，衛藤他（2012）は，小学 5 年生

を対象に，食事中の自発的コミュニケーションと食態

度と食に関する QOL の関連について検討している。

その結果，食事中の自発的会話の多い子どもほど，食

行動の実践的頻度が高く，毎日の生活や食事が楽しい

とする割合の高いことを明らかにしている。その他に

も，食事中の会話が多いほど食事が楽しいことが報告

されている（白木・深谷，1993；辻本・奥田，2009）。

これらのことから，食に関する QOL を高めるには，

家族との食事中の会話が重要な役割を果たしているこ
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とが示唆される。 

それでは，共食や食事中の会話を促進するにはどの

ような家庭生活における構成要素と関連があるのであ

ろうか。佐々他（2003）は，朝食・夕食いずれとも，

大人と一緒の方が子どもだけで食事をしている場合よ

り，主食・主菜・副菜がそろい，お手伝いをよくして

おり，食事中の会話が多いことを明らかにしている。

また，白木・深谷（1993）は，家の手伝いをすること

が食生活への意識を高め，食卓によい人間関係を生む

と述べている。これらのことから，主食，主菜，副菜

などの献立数が多いことはそれを食べる食事時間も長

くなり，会話の機会が生まれやすいことが考えられる。

また，孤食より共食人数が多いほど会話をすることが

多くなることが考えられる。さらに食事の手伝いをよ

くすることは，手伝いにおいて家族と関わる時間が多

くなり会話を促進することが考えられる。 

ところで，これまでの食生活要素と会話や食に関す

る QOL や生活満足度の関連についての研究は，それ

ぞれの個々の要因についての関連を検討することにと

どまっており，総合的に検討した研究は少ない。そこ

で，食生活要素と会話や食 QOL や生活満足度の関連

に関するメカニズムについて検討することが重要であ

る。尚，江崎（2015）は，中学生を対象に，食生活要

素としての献立数，共食人数，手伝いが食に関する

QOL や生活満足度と関連していることを明らかにし

ている。本研究では，小学生から中学生にかけて共食

の変化が生じる時期である小学高学年を対象に，朝食

と夕食を別々にして，食生活要素としての献立数，共

食人数，手伝いが食に関する QOL や生活満足度と関

連するメカニズムについて検討する。 

 本研究では，第１に，小学高学年を対象に，主食，

主菜，副菜などの献立数が多く，共食人数が多く，食

事の手伝いをよくするほど，食事中の会話が促進され，

食事をすることが楽しく，できるだけ家族と一緒に食

事をしたいという共食感が高まり，食に関する QOL

が高まり，生活満足度が高まるという仮説モデルにつ

いて検討する。第２に，朝食と夕食において，その仮

説モデルは同一であるかについて検討する。 

 

方 法 

 

調査対象者 

 愛知県内の公立小学校 3 校の児童を調査対象者とし，

5 年生 202 名，6 年生 253 名の計 455 名(男子 210 名，

女子 245 名)から回答を得た。そのうち，欠損のあるも

のを除いた 5 年生 178 名，6 年生 222 名の計 400 名を

分析対象とした（有効回答率 87.9%）。 

手続き 

 本調査の実施に際して，各小学校の学校長に調査内

容の説明を行い了承を得て，2016 年 10 月中旬～11 月

上旬にかけて実施した。調査は，授業の一部の時間ま

たは学級活動の時間を利用し，主に学級担任の指示の

もとクラス単位で行われた。その際，調査は無記名で

行われ，プライバシーは保護されること，調査への回

答は任意であること，調査用紙への記入をもって調査

への同意が得られたものとする旨を担任から児童へ伝

えてもらった。なお，調査の前日が休日にならないよ

うにするため火曜日～金曜日の間に実施した。無記名

個別記入形式の質問紙を用いて調査を行った。 

調査内容 

食生活要素 調査前日の夕食と当日の朝食それぞ

れについて，摂取の有無，献立数，共食人数，食事に

関する手伝い，食後の感想について尋ねた。食事の摂

取有無については「食事の摂取」項目として，「食べた」，

「食べていない」の選択式で尋ねた。献立数について

は，献立名から主食，副菜，主菜，牛乳・乳製品，果

物の 5 つに分類し，それ以外の菓子や嗜好品や飲料な

どは除外した。献立の数え方については，１献立につ

き１つと数えることにした。主食，副菜，牛乳・乳製

品，果物のそれぞれの数の合計を献立数として数えた。

共食人数については，一緒に食事した人について，「お

父さん」，「お母さん」，「きょうだい」，「おじいさん」，

「おばあさん」，「ひとり」，「その他」から複数回答可

の選択式で尋ねた。なお，「その他」を選択した人には

空欄を設け，具体的な共食相手について記述式の回答

を求めた。一緒に食事した人を家族の人数（自分以外）

を共食人数とした。食事に関する手伝いについては，

「食事に関する手伝い（食事作り・配膳・片づけなど）」

項目として，「まったく手伝わなかった」，「あまり手伝

わなかった」，「すこし手伝った」，「よく手伝った」か

らあてはまるもの 1 つの選択式で尋ねた。食後の感想

については「食後の感想」項目として，自由記述での

回答を求めた。 

会話 食事中の会話については，「まったく話をし

なかった」，「あまり話をしなかった」，「少し話をした」，

「よく話をした」からあてはまるもの 1 つ選ぶ 4 件法

で尋ねた。 

食に関する QOL 武見（2001）の高齢者を対象とし

た食事満足度にかかわる「総合的評価」と，會退他（2012）

の成人を対象として「食に関わる主観的 QOL」を参考

にして，「食事についての気持ち」項目として，「食よ

くがあった」，「食事の時間が待ち遠しかった」，「食事

のふん囲気は明るかった」，「食事がおいしく食べられ

た」，「食事時間が楽しかった」，「食事に満足した」の

6 項目を使用した。各項目の回答について，「あてはま

る」「どちらかといえばあてはまる」「どちらともいえ

ない」「どちらかというとあてはまらない」「あてはま

らない」の 5 件法で尋ねた。これらの項目について最

尤法プロマックス回転による因子分析を行ったところ，

1 因子解が得られた。α係数は.84 であり信頼性が確認
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された。 

共食感 足立（2010）が小学生を対象に行った共食に

ついての気持ちや考え方についての 4 項目を基に，そ

の中の 2 項目を改変して，「家族といっしょに食事をす

ることは楽しい」，「できるだけ家族といっしょに食事

がしたい」を用いた。各項目について，「非常にそう思

う」「少しそう思う」「あまりそう思わない」「まったく

そう思わない」の 4 件法で尋ねた。分析では，2 項目

の合計得点を「共食感得点」として，得点が高いほど

食事を家族と一緒に食べることへの気持ちが強いこと

を示すとした。α係数は .90 であり信頼性が確認され

た。 

生活満足度 

 吉武（2010）の生活満足度尺度を用いた。「自分の生

活はうまくいっている」，「自分の生活に満足している」，

「今の生活の中で変えたいと思うことがたくさんあ

る」，「ちがった生活ができたらいいと思う」，「楽しい

毎日を送っている」，「自分の生活で欲しいものは持っ

ている」，「自分の生活はほとんどの子よりもよい」の

7 項目を使用した。各項目の回答について，「非常にそ

う思う」「かなりそう思う」「少しそう思う」「あまりそ

う思わない」「ほとんどそう思わない」「全くそう思わ

ない」の中からあてはまるものを 1 つ選ぶという 6 件

法で尋ねた。これらの項目について最尤法プロマック

ス回転による因子分析を行ったところ，2 因子解が得

られた。そこで，「ちがった生活ができたらいいと思う」

の項目を除いて，再度因子分析を行ったところ 1 因子

解が得られた。α係数は .77 であり信頼性が確認され

た。 

 

結 果 

 
各変数の記述統計量 

朝食と夕食について，それぞれの献立数，共食人数，

手伝い，会話，の各変数の記述統計量を Table 1 に示し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各変数間の関連 

 献立数，共食人数，手伝いの各食生活要素と会話，

食に関する QOL（食 QOL），共食感，生活満足度との

関連を検討するために，偏相関分析を行った。なお，

性別ならびに学校を統制した。朝食における各変数間

の偏相関係数をTable 2に, 夕食における各変数間の偏

相関係数を Table 3 に示した。Table 2 から見られるよ

うに，朝食においては，献立数，共食人数，手伝いは，

いずれも会話との間に有意な正の相関を示した。また，

献立数，共食人数，手伝い，会話は，食 QOL との間

に有意な正の相関を示した。献立数，共食人数，会話，

食 QOL は，共食感の間に有意な正の相関を示した。

献立数，共食人数，会話，食 QOL，共食感は，生活満

足度と正の相関を示した。Table 3 から見られるように，

夕食においては，献立数，共食人数，手伝いは，いず

れも会話との間に有意な正の相関を示した。また，献

立数，共食人数，手伝い，会話は，食 QOL との間に

有意な正の相関を示した。共食人数，手伝い，会話，

食 QOL は，共食感の間に有意な正の相関を示した。

手伝い，会話，会話，食 QOL，共食感は，生活満足度

と正の相関を示した。 

 

 
 

 

 

 

 

モデルに対するパス解析 

 食生活要素である献立数，共食人数，手伝いは，会

話と共食感を通して食に関する QOL や生活満足度と

関連するというモデルについて，Table 2 と Table 3 の

データをもとに，また江崎（2015）のモデルを参考に

して作成した。朝食についての仮説モデルを検討する

ためにパス解析を行った。その結果，χ２(8)=9.02, n.s.,   

1 献立数 -

2 共食人数 .19 *** -

3 手伝い .08 .09 -

4 会話 .24 *** .33 *** .14 ** -

5 食QOL .24 *** .19 *** .20 *** .47 *** -

6 共食感 .13 ** .16 *** .07 .32 *** .47 *** -

7 生活満足度 .19 *** .08 .01 .36 *** .43 *** .46 ***

*p＜．05 **p<.01 ***p<.001

Table 2　朝食における各変数間の偏相関係数
1 2 3 4 5 6

1 献立数 -
2 共食人数 .07 -
3 手伝い .08 -.05 -

4 会話 .11 * .18 *** .11 * -

5 食QOL .12 * .11 * .23 *** .40 *** -

6 共食感 .05 .18 *** .20 *** .39 *** .62 *** -

7 生活満足度 .10 .05 .20 *** .28 *** .49 *** .48 ***

*p＜．05 **p<.01 *** p<.001

Table 3　夕食における各変数間の偏相関係数
1 2 3 4 5 6
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GFI=.98, CFI=.97, RMSEA=.07 であり，良好な値であっ

た。Figure 1 に朝食についての，食生活要素，会話，

共食感，食 QOL，生活満足度に関するパス図を示した。

献立数，共食人数から会話への有意なパスが見られた。

献立数が多く，共食人数が多いと会話の度合いが高く

なることが示された。また，会話から共食感への有意

なパスが見られた。会話の量が多いと共食感の程度が

高くなることが示された。さらに，共食感から食 QOL

への有意なパスが示され，共食感の程度が高いと食

QOL も高くなることが示された。そして，共食感から

生活満足度へのパスが示され，共食感の程度が高いと

生活満足度も高くなることが示された。また，会話か

ら食 QOL への直接的なパスも有意であり，会話の程

度が高いと，食 QOL が高くなることが示された。さ

らに，共食感から生活満足度への直接的な有意なパス

も示され，共食感の程度が高いと生活満足度も高くな

るとことが示された。 

次に，夕食についての仮説モデルを検討するために

パス解析を行った。その結果，χ２(8)=11.32,  n.s., 

GFI=.97, CFI=.94, RMSEA=.08 であり，良好な値であっ 

た。Figure 2 に夕食についての，食生活要素，会話，

共食感，食 QOL，生活満足度に関するパス図を示した。

共食人数，手伝いから会話への有意なパスが見られた。

共食人数が多く，手伝いが多いと会話の度合いが高く

なることが示された。また，会話から共食への有意な

パスが見られた。会話の度合いが高いと共食感の程度 

が高くなることが示された。さらに，共食感から食

QOL への有意なパスが示され，共食感の程度が高いと

食 QOL も高くなることが示された。そして，共食感 

から生活満足度へのパスが示された，共食感の程度が

高いと生活満足度も高くなることが示された。また， 

会話から食 QOL への直接的なパスも有意であり，会

話の程度が高いと，食 QOL が高くなることが示され

た。さらに朝食と同様に，共食感から生活満足度への

直接的な有意なパスも示され，共食感の程度が高いと

生活満足度も高くなるとことが示された。 

 これらのことから，食生活の要素が会話から共食感

を媒介にして食 QOL や生活満足度を高めるという仮

説が支持された。 

 

考 察 

 

本研究では，小学高学年を対象に，朝食と夕食のそ

れぞれにおいて，食生活要素としての献立数，共食人

**p<.01 ***p<.001
Figure 2 小学生の夕食における食生活要素が会話、共食感、食QOL、生活満足度に関連するモデル

共食人数

手伝い

会話 共食感 食QOL 生活満足度

.18***

.13**

.19***

.39*** .54*** .30**

.30***

e

e

e
e ee

 ***p<.001

Figure 1 小学生の朝食における食生活要素が会話、共食感、食QOL、生活満足度に関連するモデル

献立数

共食人数

会話 共食感 食QOL 生活満足度

.18***

.29***

.36***

.33*** .36*** .27***

.35***

.19***

e

e
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数，手伝いが，会話や食に関する QOL や生活満足度

とどのように関連するかというメカニズムについて検

討することが目的であった。 

献立数，共食人数，手伝いといった食生活の要素が

会話と共食感を媒介にして食 QOL や生活満足度に関

連するという仮説モデルについてパス解析を実施した

ところ，Figure 1 と Figure 2 のような仮説を支持する結

果が示された。Figure 1 に示されるように，朝食にお

いては，献立数が多く，共食人数が多い子どもは，食

事中の会話が弾み，家族と一緒に食事をしたいという

共食感をもち，その結果食事に対する楽しさやおいし

さなどの食に関する QOL が高くなり，生活の楽しさ

や自分の生活の満足といった生活満足度が高くなるこ

とが示された。Figure 2 に示されるように，夕食にお

いては，共食人数が多く，手伝いをよくする子どもは，

食事中の会話が弾み，共食感を持ち，食に関する QOL

が高くなり，生活満足度が高くなることが示された。

江崎（2015）は，中学生を対象にして，食生活要素と

しての，献立数，共食人数，手伝いが会話と共食感，

食に関する QOL を媒介にして生活満足度と関連する

ことを明らかにしたが，本研究にける家族との共食が

減少する時期である小学高学年においても（衛藤他，

2012）同様なことが示された。ただし，朝食では，生

活要素としての手伝いから，夕食では献立数から，会

話へのパスがみられなかった。朝食で，生活要素の中

で手伝いから会話へのパスがみられなかった理由とし

て，朝食では登校するための準備があり手伝いをする

時間がなかったことにあると考えられる。夕食では，

献立数から会話へのパスがみられなかった理由として，

夕食の献立数は家族間である程度そろっていることに

あることが考えられる。 

こうしたことから，食生活の 3 要素としての献立数，

共食人数，手伝いが，会話の量を促進することが明ら

かにされた。そこで最初に献立数について考える。佐々

他（2003）は，子どもだけの食事では主食のみですま

すが，大人と一緒の食事では献立数が多くなることを

示している。献立数は，献立の数を単に表しているだ

けでなく，親と子どもの食事に対する意識・態度，生

活習慣などの多様な要因が関わっていると考えられる。

そのことにより，献立数の多さが食事中の会話の量を

増加させていると考えられる。次に，共食人数につい

て考える。共働き世帯の増加や子どもの通塾率の増加

といった現代の生活スタイルの変化により，家族と一

緒に食事をする共食を行うことが年々難しくなってお

り（内閣府，2007），子どもだけの食事が増加傾向にあ

る。しかし，可能な範囲で家族と一緒に食事をする機

会を増やすことが会話の量を増やすために必要である

ことが示唆された。次に食事の手伝いについて考える。

総務庁青少年対策本部（1995）は，アメリカや韓国と

比べて日本の子どもは，家事分担が少なく，手伝いを

する子どもが少ないことを報告している。日本の子ど

もは，食事づくりに関わる手伝いをしている子どもが

少ない。食事の手伝いは，食卓の準備や後かたづけを

しながら，そこでの会話が生まれていくのであり，小

学生のころから食事の手伝いをしておくことは必要な

習慣であると考えられる。 

さらに，本研究では，食事中の会話の多さが食に関

する QOL へ直接的なパスが示された。平井・岡本（2003）

は，親が子どもとよく話す会話場面について分析した

ところ，小学生では食事場面が 69.8％，高校生でも食

事場面が 79％であった。このことは，食事場面が親子

にとって会話をする重要な場所であるといえよう。小

学生の親は，食事をしながら，子どもといろいろな話

をしながら，積極的な親子関係をもつことが，食に関

する QOL を高め，さらに生活満足度を高めるという

ことを示唆している。 

 従来の家庭科教育の食生活領域では，栄養・食品・

調理の学習が中心的に位置づけられていた（鈴木，

2015）。しかし，本研究から明らかにされたように，食

に関する QOL や生活満足度を高めるためには，生活

要素を通した食事中のコミュニケーションの重要性が

示唆されたことから，家族が共に食事をする大切さを

考えたり，家族と一緒に食事を作ったりする活動が子

どもの生活において重要であると考えられる。今後は，

家庭科教育においても食生活全体の環境について考え

ることが必要であると思われる。 

 今後の課題として，本研究では，食生活の調査につ

いて１日の朝食と夕食のデータの分析であり，もう少

し長い期間として１週間以上のデータを用いた検討が

必要であろう。また，本研究では，県内のある地域の

みの調査であり，調査人数も少ないことから，広範囲

な地域で調査人数を増やした調査を行う必要がある。

さらに，生活要素と会話が食に関する QOL や生活満

足度と関連することについて，さらに精神健康度とも

関連があるかについて検討する必要がある。 
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